
― 五輪前後に（事前：１万人＋事後：１千人）アンケート調査を実施 ― 

リオ五輪の選手に関する調査 
（調査期間：五輪前 2016 年 7 月 26 日～29 日／五輪後 2016 年 8 月 26 日～28 日） 

 
 

男子：最優秀選手（ＭＶＰ） 女子：最優秀選手（ＭＶＰ） 

内村 航平 （体操） 伊調 馨 （レスリング） 

 

■項目別ランキング 

観戦率 満足度 

順位 選手名（競技名） ※敬称略 ％ 順位 選手名（競技名） ※敬称略 ％ 

１位 
福原 愛 

(卓球) 

57.2 １位 
内村 航平 

(体操) 

65.7 

２位 内村 航平 (体操) 56.5 ２位 福原 愛 (卓球) 59.6 

３位 石川 佳純 (卓球) 53.2 ３位 ケンブリッジ飛鳥 (陸上) 55.9 

 

知名度上昇 ブレイク度 

順位 選手名（競技名） ※敬称略 ％ 順位 選手名（競技名） ※敬称略 pt 

１位 
松友 美佐紀 

(バドミントン) 

＋38.6 １位 
水谷 隼 

(卓球) 

38.5 

２位 ベイカー茉秋 (柔道) ＋37.89 ２位 飯塚 翔太 (陸上／トラック) 35.7 

３位 高橋 礼華 (バドミントン) ＋37.85 ３位 松友 美佐紀 (バドミントン) 35.6 

 

■観戦・意識調査結果 

 

リオ五輪での日本人選手のメダル獲得数に満足している 

                                  76.0% 
（「とても当てはまる」＋「まあまあ当てはまる」） 

 

 

２０１６年９月５日

産業能率大学スポーツマネジメント研究所

「個人総合２連覇と団体総合優勝は見事」（和歌山県／女性／61歳） 

「世界が認める絶対王者」（兵庫県／男性／66歳） 

「演技だけでなくチームを牽引する姿にも感動」（兵庫県／女性／33 歳） 

「五輪４連覇は歴史に残る快挙だと思う」（滋賀県／女性／31 歳） 

「前人未踏の４連覇を成し遂げた」（北海道／男性／33歳） 

「間違いなく世界一強いと思う」（広島県／女性／60 歳）

■この資料に関するお問い合わせ先 

産業能率大学 企画広報部企画広報課  電 話：03-3704-9040 ／ E-mail：koho@hj.sanno.ac.jp 

 

とても当てはまる, 

38.3%

まあまあ当てはまる,

37.7%

あまり当てはまらない,

7.8%

全く当てはまらない,

16.2%
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産業能率大学スポーツマネジメント研究所（所長：情報マネジメント学部教授 中川直樹）は、リ

オ五輪前後にわたり日本代表選手に関する調査を実施しました。五輪前調査は７月２６日から２９

日まで１万人を対象に、選手の「認知」や「注目」などを尋ね、五輪後調査は８月２６日から２８日

まで事前調査の回答者から１千人を抽出し、選手の「視聴」や「満足」などについて尋ねました。い

ずれもインターネット調査会社を通じて実施しています。 

 

調査の結果、男子最優秀選手には個人総合２連覇・団体総合でも優勝した内村航平選手（体操）、

女子最優秀選手には五輪女子個人種目で史上初の４連覇を果たした伊調馨選手（レスリング）が選

ばれました。項目別ランキングは、＜観戦率＞１位が福原愛選手（卓球）、＜満足度＞１位は内村航

平選手となりました。五輪前後の調査から算出した＜知名度上昇＞は、松友美佐紀選手（バドミン

トン）が１位となり、ペアを組んだ高橋礼華選手（バドミントン）も３位に入るなど、今回の五輪を

通して“タカマツ”ペアの知名度が急上昇しています。また、五輪前の注目度は高くなかったもの

の、観戦した結果、高い満足度であった選手を＜ブレイク度＞として算出しました。ブレイク度１

位は、卓球シングルスで初の銅メダル、団体でも銀メダルを獲得した水谷隼選手（卓球）でした。 

 

調査の設計・分析は、過去の五輪（北京、バンクーバー、ロンドン、ソチ）でも調査を実施した同

研究所の小野田哲弥研究員（情報マネジメント学部准教授）が担当しました。小野田研究員は、「事

前・事後の比較によって、五輪を通じた認知変化を計測することが本研究の目的。2020 年の東京五

輪では、開幕前に知る人ぞ知る有望選手の名前を公開し、閉幕後は感動度を数値化するなど、調査

の面で大会の成功に貢献できれば」と話しています。同研究所では、五輪前後にわたる調査によっ

て競技の普及などスポーツマーケティングの研究に活かしてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆データ集 

調査概要 

調  査  方  法 ：インターネット調査 

調  査  期  間 ：①事前調査 ７月２６日～７月２９日 計４日間 

②事後調査 ８月２６日～８月２８日 計３日間 

調  査  対  象 ：①２０代～６０代の男女 計１万人 

②２０代～６０代の男女 計１千人（①から１千人を抽出して追跡調査） 

※属性（地域・年代・性別）割付は、総務省平成２５年人口推計比に準拠 

各項目について ： 

Ｍ Ｖ Ｐ ＝ 視聴してよかった選手のうち「最優秀選手」と回答された数。（男女各１選手） 

観 戦 率 ＝ 知っている選手のうち「視聴した」と回答された比率。 

満 足 度 ＝ 視聴した選手のうち「視聴してよかった」と回答された比率。（男女各 20 選手まで） 

知名度上昇 ＝ 事後調査「認知率」－事前調査「認知率」より算出。 

ブレイク度 ＝ 事後調査「満足率」－事前調査「注目率」より算出。 

Ｃ.認知 

「知っている」 

（日本代表選手）

A.認知 B.注目 Ｄ.視聴 Ｅ.満足 

「知っている」 

（日本代表選手） 
「特に注目している」 

▽五輪後調査（1 千人＝追跡調査）  

）
ブレイク度 

観戦率 

Ｆ.最優秀 

「最優秀だと思う」 

（「見てよかった」選手内 

男女各1選手） 

ＭＶＰ 

▽五輪前調査（1 万人） 

「視聴した」 

（認知内全選手） 

知名度上昇 

「視聴して良かった」 

 

満足度 
(Most Valuable Player) 
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【男子ＭＶＰ】 

１位 内村 航平（体操） 

 

２位 萩野 公介（競泳） 

 

３位 水谷 隼（卓球） 

 

 男子の最優秀選手には、個人総合２連覇と団体総

合で２つの金メダルを獲得した体操の内村航平選

手が３２０票を獲得し１位となりました。理由の中

には、演技の美しさや団体主将としてのリーダーシ

ップを評価するものもありました。 

２位は日本代表選手金メダル第１号の競泳の萩

野公介選手、３位には個人銅メダル、団体銀メダル

を獲得する活躍をみせた卓球の水谷隼選手が続き

ました。 

【女子ＭＶＰ】 

１位 伊調 馨（レスリング） 

 

２位 福原 愛（卓球） 

 

３位 吉田 沙保里（レスリング） 

 

 女子の最優秀選手には、レスリングの伊調馨選手

が選ばれました。理由の多くが４連覇の偉業を称え

るもので、結果だけでなく最後まであきらめない姿

勢で試合終盤に逆転したことも理由としてあげら

れました。 

２位は、卓球女子団体主将としてチームを牽引し

た福原愛選手、３位は日本選手団主将の重責を務

め、４連覇の重圧がかかる中で銀メダルを獲得した

吉田沙保里選手となりました。 

【男子ＭＶＰ：トップ３】 

順位 選手名（競技名） ※敬称略 票 

1 

内村 航平（体操）       320 
（主な理由） 

「個人総合の鉄棒に感動した」（福井県／男性／35 歳）

「気迫の演技が素晴らしかった」（鹿児島県／男性／68歳） 

「演技が群を抜いている」（石川県／男性／63 歳） 

 

2 

萩野 公介（競泳）        68 
（主な理由） 

「日本人選手 金メダル第一号」（福岡県／女性／56 歳） 

「日本を勢いづけた金メダル」（新潟県／男性／68 歳）

「けがから復帰して活躍した」（愛知県／女性／47 歳）

 

3 

水谷 隼（卓球）              63

（主な理由） 

「初めて団体銀・個人銅を獲得」（岡山県／男性／54 歳）

「最後まで諦めない姿勢が素晴らしい」（兵庫県／女性／55 歳） 

「水谷選手のプレーに吸い込まれた」（埼玉県／女性／28 歳）

 

※視聴して良かった男子選手のうち「最優秀選手」を１名回答してもらった。

【女子ＭＶＰ：トップ３】 

順位 選手名（競技名） ※敬称略 票 

1 

伊調 馨（レスリング）     190
（主な理由） 

「五輪４連覇は偉業」（岡山県／男性／54 歳） 

「凄いとしか言いようがない」（大阪府／男性／68 歳）

「肉体的にも精神的にも強い」（京都府／女性／59 歳）

 

2 

福原 愛（卓球）              75

（主な理由） 

「女子団体メダル獲得の功労者」（沖縄県／男性／55 歳）

「一生懸命の姿が心を打った」（愛知県／女性／68 歳）

「個人・団体での奮闘が光った」（茨城県／男性／48 歳）

 

3 

吉田 沙保里（レスリング）   72

（主な理由） 

「選手団主将として戦う姿に感動」（山口県／女性／26 歳）

「諦めない勇気をくれた」（栃木県／男性／52 歳） 

「責任と重圧の中でつかみとった銀」（福岡県／男性／52 歳）

 

※視聴して良かった女子選手のうち「最優秀選手」を１名回答してもらった。
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【観戦率】 

１位 福原 愛（卓球） 

 

２位 内村 航平（体操） 

 

３位 石川 佳純（卓球） 

 

観戦率１位は福原愛選手でした。４大会連続の出

場となった今大会は卓球女子団体の主将を務め、ロ

ンドン五輪に続く団体メダル獲得に貢献しました。

３位には石川佳純選手（卓球）、６位に伊藤美誠選手

（卓球）が入り、卓球女子３選手がいずれもトップ

１０に入りました。２位は内村航平選手（体操）で、

４位にも体操の白井健三選手が入りました。 

【満足度】 

１位 内村 航平（体操） 

 

２位 福原 愛（卓球） 

 

３位 ケンブリッジ飛鳥（陸上／トラック）

 

 事前調査において、＜知名度＞＜注目度＞＜金メ

ダル予想＞の３部門で１位の内村航平選手（体操）

が事後調査の＜満足度＞でも１位となりました。大

きな期待と注目の中、個人・団体で金メダルを獲得

し、高い満足度となりました。２位は卓球の福原愛

選手、３位は男子４００Ｍリレーでアンカーを務め

たケンブリッジ飛鳥選手となりました。 

【観戦率：トップ２０】 

順位 選手名（競技名） ※敬称略 ％ 

1 福原愛（卓球） 57.2 

2 内村航平（体操） 56.5 

3 石川佳純（卓球） 53.2 

4 白井健三（体操） 50.8 

5 ケンブリッジ飛鳥（陸上／トラック） 50.7 

6 伊藤美誠（卓球） 48.4 

7 萩野公介（競泳） 47.4 

8 桐生祥秀（陸上／トラック） 47.1 

9 伊調馨（レスリング） 45.7 

10 錦織圭（テニス） 45.1 

11 吉田沙保里（レスリング） 44.9 

12 水谷隼（卓球） 42.5 

13 瀬戸大也（競泳） 41.3 

14 山縣亮太（陸上／トラック） 40.5 

15 加藤凌平（体操） 37.9 

16 田中佑典（体操） 34.0 

17 高橋礼華（バドミントン） 33.2 

18 松友美佐紀（バドミントン） 32.7 

19 飯塚翔太（陸上／トラック） 31.8 

20 入江陵介（競泳） 29.9 

※知っている選手のうち「視聴した」と回答された比率。 

【満足度：トップ２０】 

順位 選手名（競技名） ※敬称略 ％ 

1 内村航平（体操） 65.7 

2 福原愛（卓球） 59.6 

3 ケンブリッジ飛鳥（陸上／トラック） 55.9 

4 石川佳純（卓球） 55.2 

5 白井健三（体操） 52.6 

6 桐生祥秀（陸上／トラック） 49.9 

7 萩野公介（競泳） 49.8 

8 伊藤美誠（卓球） 48.9 

9 伊調馨（レスリング） 48.5 

10 錦織圭（テニス） 48.3 

11 水谷隼（卓球） 47.0 

12 山縣亮太（陸上／トラック） 46.0 

13 吉田沙保里（レスリング） 42.3 

14 松友美佐紀（バドミントン） 37.9 

15 高橋礼華（バドミントン） 37.8 

16 飯塚翔太（陸上／トラック） 37.2 

17 加藤凌平（体操） 36.6 

18 瀬戸大也（競泳） 36.0 

19 田中佑典（体操） 31.6 

20 登坂絵莉（レスリング） 28.1 

※視聴した選手のうち「視聴してよかった」と回答された比率。

（男女各 20人まで選択） 
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【知名度上昇】 

１位 松友 美佐紀（バドミントン） 

 

２位 ベイカー茉秋（柔道） 

 

３位 高橋 礼華（バドミントン） 

 

 リオ五輪の開幕前と閉幕後で認知率が大きく上

がった選手をランキングにまとめました。 

最も知名度が上がった選手は、バドミントンの松

友美佐紀選手となりました。ダブルスを組んだ高橋

礼華選手も３位に入り、金メダルを獲得した“タカ

マツ”ペアの知名度が急上昇しました。２位は五輪

初出場で金メダルを獲得したベイカー茉秋選手（柔

道）でした。 

【ブレイク度】 

１位 水谷 隼（卓球） 

 

２位 飯塚 翔太（陸上／トラック） 

 

３位 松友 美佐紀（バドミントン） 

 

事前調査における＜注目度＞と、事後調査にお

ける＜満足度＞から“ブレイクした”選手をラン

キングにまとめました。 

 ブレイク度１位は、卓球の水谷隼選手でした。

開幕前の調査では９％程度の注目率にとどまって

いましたが、視聴した方の多くが満足し、知名度

も大幅に上昇（五輪前：２８位→五輪後：５位）

しています。 

【知名度上昇：トップ２０】 

順位 選手名（競技名） ※敬称略 ％ 

1 松友美佐紀（バドミントン） ＋38.6

2 ベイカー茉秋（柔道） ＋37.89

3 高橋礼華（バドミントン） ＋37.85

4 土性沙羅（レスリング） ＋36.2

5 水谷隼（卓球） ＋34.5

6 登坂絵莉（レスリング） ＋32.6

7 飯塚翔太（陸上／トラック） ＋29.9

8 金藤理絵（競泳） ＋26.5

9 川井梨紗子（レスリング） ＋26.1

10 伊藤美誠（卓球） ＋25.4

11 奥原希望（バドミントン） ＋24.9

12 ケンブリッジ飛鳥（陸上／トラック） ＋19.2

13 大野将平（柔道） ＋19.1

14 三宅宏実（ウエイトリフティング） ＋18.8

15 山縣亮太（陸上／トラック） ＋18.5

16 山室光史（体操） ＋18.4

17 田知本遥（柔道） ＋18.2

18 伊調馨（レスリング） ＋18.0

19 吉村真晴（卓球） ＋17.2

20 丹羽孝希（卓球） ＋16.2

※「（事後調査）認知率」―「（事前調査）認知率」より算出。 

【ブレイク度：トップ２０】 

順位 選手名（競技名） ※敬称略 pt 

1 水谷隼（卓球） 38.5 

2 飯塚翔太（陸上／トラック） 35.7 

3 松友美佐紀（バドミントン） 35.6 

4 高橋礼華（バドミントン） 35.4 

5 福原愛（卓球） 31.5 

6 山縣亮太（陸上／トラック） 31.4 

7 伊藤美誠（卓球） 28.8 

8 土性沙羅（レスリング） 24.6 

9 ケンブリッジ飛鳥（陸上／トラック） 24.2 

10 登坂絵莉（レスリング） 23.7 

11 石川佳純（卓球） 21.9 

12 金藤理絵（競泳） 20.71

13 ベイカー茉秋（柔道） 20.69

14 田中佑典（体操） 20.0 

15 桐生祥秀（陸上／トラック） 19.8 

16 加藤凌平（体操） 19.5 

17 川井梨紗子（レスリング） 17.7 

18 伊調馨（レスリング） 17.6 

19 萩野公介（競泳） 17.0 

20 山室光史（体操） 16.9 

※「（事後調査）満足率」―「（事前調査）注目率」より算出。 



 6

（ご参考：観戦・意識調査） 
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18.5

21.8

9.6

16.2

17.0

35.5

53.2

とても当てはまる まあまあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

リオ五輪出場選手についてネット検索などで自ら情報収集をした 

大会期間中、日本代表選手の結果を毎日確認した 

リオ五輪での日本人選手の活躍に満足している 

リオ五輪での日本人選手のメダル獲得数に満足している 

これから開幕するリオパラリンピックにも注目している 

リオ五輪で日本は、金メダル１２個・銀メダル８個・銅メダル２１個と計４１個のメダルを獲得して、過

去最多のメダル数となりました。メダル獲得数について、回答者の７６％（「とても当てはまる」３８．３％＋

「まあまあ当てはまる」３７．７％）が“満足している”と回答しました。 


